
　（別紙４（２）） 事業所名 グループホームたのしい家瑞穂

目標達成計画 作成日：　令和　　5　年　　4　月　10　　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりとか都合を優先してしまう事が
あるので、あくまでも入居者様一人、一人にあっ
た時間、希望を大切に支援していく。

今、何を望んでいるか？なるべく自然な形で
入居者様の希望を聞き出してその目標を職
員間で共有し少しでも入居者様に喜んで頂
けるように支援する。

職員が少ない、時間がないから出来ないので
はなく、時間は作り出し少しの時間でも入居者
と共に過ごす時間を作りコミュニケーションの場
を多くとるようにする。

12ヶ月

2 48

○日常的な外出支援
コロナ過でなかなか外出することもできなかった
こともあり、皆様ストレスがたまっているので今
後はできる限りの散歩、外出を心掛けたい。

ホームの中では歩く事が出来ても外だと感
覚が違うので無理をしないで車イス以外の
方は外歩きで10分間は最低歩けるように支
援したい。

毎日職員２名～３名お連れして施設外周を散歩
していただく。
外歩きでない方はフロアー内を歩いて頂きま
す。

12ヶ月

3 53

○共有空間における一人一人の居場所作り
ソファを独り占めされ寝て見える入居者様がお
見えになり、２つあるソファの1つが他の方が
使用出来ない状況がよくある。

皆さんが思い思いの場所で気兼ねなくお話
しできる場所を提供したい。

よくソファで寝て見える方には寝られるときは居
室で寝ていただくように横になりそうになったら
声掛けをし、３人で１つのソファを使用できるよ
うにし、皆さんのコミュニケーションが取れるよう
声掛けを怠らない。

12ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


